第1回　大阪府泉佐野丘陵地緑地 運営審議会

日時　平成26年5月8日（木）　14:00～17:00
場所　泉佐野丘陵緑地　パークセンター
出席委員（敬称略）

大阪府立大学大学院　教授　増田昇（会長）

大阪府立大学大学院　教授　下村泰彦

大阪市立大学大学院　准教授　嘉名光市

大阪ガス株式会社　　特任研究員　弘本由香里

大輪会　事務局長　中村学

泉佐野市都市整備部　部長　近藤幸信

泉佐野丘陵緑地パーククラブ　代表　松井弘
泉佐野丘陵緑地パーククラブ　副代表　山本喬
◆ 欠席

元大阪府立大学大学院　教授　前中久行

うみべの森を育てる会　代表　西台幸子
◆ 傍聴者

泉佐野丘陵緑地パーククラブ　4名
◆ 次第
1. 現地確認　　　　  14:00～

2. 開会、会長の選出　14:45～

3. 報告案件　3件
　　①Ｈ25年度　大輪会からの支援について

　　②Ｈ26年度　パークレンジャー養成講座について

　　③パーククラブ活動報告（3～4月）

4. 協議案件　2件　　 15:15～

　　①Ｈ26年度　中地区開設に向けた検討

　　②パーククラブ活動計画（4～6月）
5. 閉会              17:00
〇会長の選定について

・事務局より、会長を昨年度に引き続き増田先生にお願いしたいとの提案したところ、委員全員一致で承認された。
◆平成25年度 運営審議会　開催計画について
大阪府（以下、事務局）より平成26年度 運営審議会 開催計画について説明された。
＜報告案件1：平成25年度大輪会からの支援について＞
事務局より大輪会からの支援について説明された。
＜報告案件2：平成26年度パークレンジャー養成講座について＞
事務局よりパークレンジャー養成講座について説明された。
＜報告案件3：パーククラブ活動報告（3〜4月）＞
山本委員より、パーククラブの3〜4月の活動報告について説明された。
・イベントを楽しむだけではなく、少し汗をかくような活動も来園者には体験していただくとよいだろう。園路整備や除草作業も楽しみながらできるということを経験していただきたい。
・山桜を活用した行事を興すことができると、おもしろいかもしれない。

・ホダ木の菌打ちも、イベントになるだろう。ドリルでホダ木に穴を開けて菌を打つという作業はおもしろい体験になるはずである。

・現在、レンジャー広場横の棚田で稲作に取り組んでいるが、そこに流れている水に赤茶の成分が含まれている。以前に大阪府にて水質検査は実施していただいており、問題ないということだが、見た目が悪いため対策を検討していただきたい。
＜協議案件1：中地区開設に向けた検討＞
〇開園日、開園時間、休園日、運営体制、およびオープニング月間について
事務局より、開設の概要およびオープニング月間について説明された。
・開園した際に、パーククラブが実際にどういう形で運営に関わっていくのか、具体的に取り決めていく必要があるだろう。例えば公園案内をする場合に、どのようにパーククラブが関わっていくのかなど、具体的に協議していきたい。

・園内の案内は事前予約制としているところが多い。また、園路づくりや郷の館周辺の整備作業などは、通常であれば、一般市民は参加させない。しかし、月に一度は、事前予約によりボランティアとして参加していただくことも考えられる。毎回の活動に、当日に急に参加していただくのは、対応が難しくなるだろう。
・プログラムの実施にあたっては、パーククラブでシフトを組んで対応されることになるだろう。実際にシフトをつくってみて、事前予約制などを試しに運用してみるとよいだろう。そうすると、決めておくべきことがわかるはずである。
・パークセンターに配置される職員3名と非常勤3名が、どんなプログラムを運用することができるのか。そしてそれは、パーククラブがどのような体制であれば運用することができるのか。まずはこれらを早急に洗い出し、実行可能なものだけを具体的に回してみるとよいだろう。
・パーククラブはあくまでも公園管理のパートナーである。パーククラブの活動日である月10日以外の20日間に関しては、特別なイベントを除いては、パーククラブが不在であることを前提に検討しなければならない。
・開園後は自由利用とするのが、一般的な公園の考え方である。この公園はそうではなく、プログラム参加に重きをおく公園であるため、従来の公園とは異なる。しかしこのような利用形態は経験が乏しいため、まずは当面の半年ほどを助走期間と捉えるとよいだろう。
〇広報計画について
事務局より、パンフレット、マップ、およびホームページについて説明された。
・ホームページだと、「公園のみどころ」のページで、公園の自然の魅力をいかに発信するかが大切である。例えば、落ち葉が重なり柔らかくなっているところを歩くときの感触が、子どもにとって新鮮であることや、池の堰堤に立った時にりんくうタウンから関西国際空港辺りまで一望できるといったことである。この辺りの魅力が、「公園のみどころ」に掲載されるとよい。
・この公園には、周囲がすべて緑に囲まれた空間がある。これは他にはない魅力だと思うので、アピールするとよいだろう。
・プログラムに参加したい人はどうやって応募するのか、また何名まで受け付けてもらえるのかなど、ホームページを見ればすぐにわかるようにしておかなければならない。

・一般の方が公園に企画を持ち込む際も、企画の申請から実施までのプロセスを具体的に詰めておかなければならないだろう。持込みの企画に対しては審査をする必要もあるはずであるから、3ヶ月に１回の受付にするなど、具体的に定義しなければならないだろう。
・パーククラブは、毎年の養成講座の卒業生で構成されているが、今後もこの形態を続けるのかどうかは検討しなければならないだろう。例えば、一週間の集中講義を設けて、受講生はそれをクリアすれば、一定の範囲の活動に参加できる「準会員」にするなどの形態を考えることもできるだろう。
・ホームページの「サポーターになろう」のページについても、このページで寄付を受け付けることができるようにしておくべきであろう。「ふるさと納税」のような受け皿を設けるなど、検討するとよい。

・りんくうタウン駅の中に、泉南地域の案内コーナーができている。このようなところに、どのような営業をすることができるかを検討するとよいだろう。周辺地域も含めた観光に関しては、泉佐野市に公園の活用方法も含めて検討していただくとよい。
・校園長会では、付近の小、中学校の先生から、前向きなご意見をいただいた。興味をもっていただけたと思うので個別に訪問したいと考えている。また付近の幼稚園の先生方は、公園を見に来られ、遠足などに利用したいと言われていた。
〇サイン計画について
事務局より、各地区の名称及びサイン計画について説明された。
・公園の愛称を募集するタイミングで、パークセンターの愛称も募集するとよいかもしれない。あるいは、パーククラブより提案のあった名称を適用するかどうか、検討していただきたい。また、「郷の小径（こみち）」以外の道にも名称をつける必要はないか。全ての道に名称をつける必要はないが、尾根を走っている道など、検討するとよいかもしれない。
・国道や府道への公園案内板の設置については、今の時期から動き始めたほうがよいだろう。
＜協議案件2：パーククラブ活動計画（4〜6月）について＞
松井委員より、パーククラブの新体制および活動計画について説明された。
・定例会議を廃止した。現在は、活動の初めと終わりに軽く打合せを行っており、そこで会員の意見を集めることができている。現状はそれが会議の代わりになっている。
以上

